


















































ことがあった。ミルトンは 1642年に Mary Powell という女性結婚してい
るが数か月後に彼女は実家に帰ってしまう。その後ミルトンは 44年に『離
婚論』The Doctrine and Discipline of Divorce を出版するなど夫婦仲はか
なり冷めていたようだが，略年表の 45 年にはこのように書いてある。
“［Milton］［p］lans to marry ‘ one of Dr Davis’s daughters, a very




岡 本 晃 幸










わずその花輪を落としてしまう（“From his slack hand the garland
wreathed for Eve / Down dropped, and all the faded roses shed”）。
Longman 版注釈者の Alastair Fowler によると，この花輪のエピソードは
ミルトンの創作であり，花輪を落とすという行為が「葬儀」のイメージを喚









な二人を見つめる詩人の目は厳しい。“Thus they in mutual accusation
spent / The fruitless hours but neither self-condemning / And of their








共に生きていく決意を固めたイブは“though all by me is lost, / Such







写で終わっている。“They hand in hand with wandering steps and slow,










Spenser の『妖精の女王』The Faerie Queene を読んでいる。『失楽園』以
上に長大なこの詩を読み終わるのはいつになるだろうか。迷いながらゆっく
りと，仲間たちと手を取り合って歩んでいる途中である。
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